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目
黒
志
帆
美
助
教
が
担
当

す
る
人
間
学
部
人
間
文
化
学

科
の
２
年
次
必
修
科
目
「
英

語
Ｄ
」
で
は
、
英
語
で
地
域

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
新
た
な
講
義
が

今
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
。

　
11
月
13
日
に
は
、「
英
語

で
地
域
を
学
び
、
そ
の
魅
力

を
伝
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
授
業
内
で
発
表
会
を
行

っ
た
。

　
学
生
た
ち
は
８
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
宮
城
県
の
各
地

域
（
石
巻
、
仙
台
、
松
島
、

東
松
島
、
塩
釜
、
大
崎
、
白

石
、
蔵
王
）
に
つ
い
て
調
査

し
た
。
風
土
、
観
光
、
歴
史
、

文
化
な
ど
の
資
料
を
読
み
込

み
、
英
文
で
ポ
ス
タ
ー
を
作

製
し
た
。
発
表
、
質
疑
応
答

も
す
べ
て
英
語
で
行
っ
た
。

　
渡
部
晃
士
さ
ん
（
人
間
２

・
茨
城
県
第
一
学
院
高
）
は

「
自
分
が
興
味
あ
る
こ
と
を

学
ぶ
た
め
、
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
発
表
で
は
普

段
使
わ
な
い
単
語
を
使
う
の

で
、
語ご

彙い

力
が
向
上
し
た
。

英
語
が
話
せ
る
こ
と
は
武
器

な
の
で
、
も
っ
と
学
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

◆

　
台
風
19
号
で
１
万
棟
を
超

え
る
住
宅
が
浸
水
被
害
に
あ

っ
た
石
巻
市
。「
困
っ
て
い

る
人
の
手
助
け
が
で
き
な
い

か
」
と
硬
式
野
球
部
の
90
人

が
、
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
募
集
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
。
部
員
た
ち

は
11
月
２
日
、
石
巻
市
の
真

野
、
北
上
町
の
長
尾
、
女
川

の
３
地
区
で
、
住
宅
に
流
入

し
た
土
砂
の
か
き
出
し
や
、

浸
水
し
た
家
具
の
搬
出
を
行

　
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
運
営

に
つ
い
て
経
済
学
的
な
見
地

か
ら
研
究
す
る
経
営
・
渡
邊

壽
大
ゼ
ミ
は
11
月
12
日
、
仙

台
市
の
仙
台
塩
釜
港
で
学
外

実
習
を
行
っ
た
。
２
、
３
年

次
生
12
人
が
参
加
し
、
海
運

や
物
流
、
国
土
交
通
省
が
取

り
組
む
港
湾
整
備
事
業
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
ゼ
ミ
生
は
ス
リ
ー
エ
ム
仙

台
港
パ
ー
ク
展
望
台
、
高
砂

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
訪

れ
、
戦
後
東
北
の
物
流
を
支

え
て
き
た
同
港
の
歴
史
、
設
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第
59
回
東
北
地
区
秋
季
学

生
弓
道
大
会
の
３
部
リ
ー
グ

戦
（
10
月
27
日
、
仙
台
市
・

宮
城
県
武
道
館
）
で
弓
道
部

が
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

　
的
中
数
で
菊
池
哲
さ
ん

（
経
営
１
・
岩
手
県
盛
岡
誠

桜
高
）
が
個
人
２
位
、
村
上

昴
太
さ
ん
（
経
営
１
・
宮
城

県
石
巻
商
業
高
）
が
３
位

と
、
１
年
次
生
コ
ン
ビ
の
活

躍
が
光
り
、
初
の
２
部
昇
格

を
勝
ち
取
っ
た
。

　
加
藤
悠
河
部
長
（
理
工
３

・
秋
田
県
角
館
高
）
は
「
優

勝
を
目
標
に
一
射
一
射
、
丁

寧
に
射
る
こ
と
を
心
が
け

た
。
日
ご
ろ
の
練
習
が
実

り
、
結
果
を
残
す
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
」と
喜
ん
だ
。

備
に
つ
い
て
国
交
省
東
北
地

方
整
備
局
の
職
員
か
ら
説
明

を
聞
き
、
熱
心
に
メ
モ
を
取

っ
た
。
実
習
の
後
半
は
小
型

船
舶
「
翔
洋
」
に
乗
船
。
寄

港
中
の
旅
客
船
や
コ
ン
テ
ナ

船
、
穀
物
・
飼
料
サ
イ
ロ
、

発
電
所
な
ど
の
施
設
を
海
上

か
ら
見
学
し
た
。

　
岩
舘
美
佳
さ
ん（
経
営
２
・

青
森
県
八
戸
東
高
）
は
「
多

く
の
コ
ン
テ
ナ
が
あ
り
、
巨

大
な
ク
レ
ー
ン
や
運
搬
車
を

活
用
し
て
作
業
す
る
様
子
は

海運や流通学ぶ
仙台塩釜港で学外実習

経
営
・
渡
邊
ゼ
ミ

港
湾
施
設
を
見
学
す
る
渡
邊

ゼ
ミ
生

迫
力
が
あ
っ
た
。
コ
ン
テ
ナ

が
流
通
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
た
」
と
話
し
、
鈴

木
拓
人
さ
ん（
経
営
２
・
群
馬

県
太
田
東
高
）
は
「
今
後
は

流
通
が
ど
の
よ
う
に
経
済
に

結
び
つ
い
て
い
く
の
か
を
学

ん
で
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　
ま
た
渡
邊
ゼ
ミ
は
21
日
か

ら
23
日
ま
で
の
日
程
で
、
苫

小
牧
港
（
北
海
道
苫
小
牧

市
）
を
訪
問
。
仙
台
塩
釜
港

｜
苫
小
牧
港
を
結
ぶ
最
新
の

フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
て
性
能

を
体
感
し
た
ほ
か
、
北
海
道

｜
本
州
間
の
輸
送
状
況
を
調

査
し
た
。

石巻市のＰＲ作品制作

　
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
に
取
り
組
む
経
営
学
部
３

年
次
生
の
６
人
が
石
巻
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
Ｃ
Ｍ
作
品
「
Ｄ
ｅ

ａ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｅ
ｒ
金
華
山
」

を
制
作
し
、「
２
０
１
９
み

や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

（
東
日
本
放
送
主
催
）
に
出

品
し
た
。

　
作
品
は
佐
藤
香
伽
さ
ん

（
人
間
４
・
岩
手
県
一
関
第

一
高
）
が
主
演
を
務
め
、
石

巻
市
の
島
・
金
華
山
を
舞
台

に
、
同
市
の
魅
力
を
30
秒
で

表
現
。「
石
巻
へ
　
金
華
山

へ
　
お
い
で
よ
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤

優
輔
さ
ん
（
経
営
３
・
宮
城

県
佐
沼
高
）
が
、
監
督
・
脚

本
・
撮
影
・
編
集
の
４
役
を

こ
な
し
た
。「
金
華
山
に
は

野
生
の
鹿
が
い
て
、
金
運
の

御
利
益
が
あ
る
黄
金
山
神
社

が
あ
り
、
自
然
が
楽
し
め

る
。
そ
の
良
さ
を
映
像
と
音

楽
で
ど
う
表
現
し
て
い
く

か
、
時
間
を
か
け
て
考
え

た
」
と
語
っ
た
。

　
佐
藤
香
伽
さ
ん
は
「
頂
上

か
ら
の
景
色
を
撮
る
た
め

に
、
山
を
登
る
の
が
大
変
だ

っ
た
が
、
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
そ
の
疲
れ
を
忘
れ
る
く

ら
い
、
良
い
も
の
に
な
っ
た

と
思
う
。
多
く
の
方
に
み
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
作
品

は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
Ｉ
Ｓ

Ｕ
ム
ー
ビ
ー
（
石
巻
専
修
大

学
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
発
表
審
査
会
の
模
様
は
来

年
１
月
３
日
（
金
）、
東
日

本
放
送
で
放
映
さ
れ
る
。

経
営
・
３
年
次
生
チ
ー
ム

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
出
品

Ｃ
Ｍ
の
ワ
ン
シ
ー
ン

台
風
被
災
者
支
援

硬
式
野
球
部
90
人

自
動
車
工
学
コ
ー
ス
15
人

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

　
地
域
の
た
め
に
今
で
き
る

こ
と
を
｜
｜
。
多
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
、

19
号
の
被
災
者
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
本
学

の
多
く
の
学
生
が
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
理
工
学
部
機
械
工
学
科
の

自
動
車
工
学
コ
ー
ス
で
学
ぶ

３
、
４
年
次
生
15
人
は
、
一

般
社
団
法
人
日
本
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
協
会
が
実
施
す
る

学
生
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
。
被
災
地
で
使
わ
れ
る

車
両
52
台
の
点
検
、
整
備
、

タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
の
作
業
に

取
り
組
ん
だ
。

　
作
業
は
11
月
20
日
か
ら
３

日
間
、
本
学
の
自
動
車
工
学

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
山

田
泰
地
さ
ん
（
理
工
４
・
福

島
県
石
川
高
）
は
「
車
両
ご

と
に
走
行
距
離
や
年
数
が
異

な
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
整
備
を
心
掛
け
た
。
今
回

の
経
験
を
生
か
し
、
今
後
も

丁
寧
に
整
備
に
取
り
組
む
学
生

っ
た
。

　
女
川
地
区
で
作
業
し
た
金

子
大
翔
さ
ん（
経
営
３
・
新
潟

県
柏
崎
工
業
高
）
は「
日
ご

ろ
、
地
元
の
方
々
に
応
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

力
に
な
り
た
か
っ
た
。
体
力

に
は
自
信
が
あ
っ
た
が
、
４

時
間
の
作
業
は
重
労
働
だ
っ

た
。引
き
続
き
、自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

し
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

流
入
し
た
土
砂
を
か
き
出
す
硬
式
野
球
部
員

中
国
・
東
北
電
力
大
学
と
交
流
協
定

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
中
国

の
東
北
電
力
大
学
（
吉
林
省

吉
林
市
）
と
学
生
、
教
員
間

の
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
た

国
際
交
流
協
定
を
締
結
し

た
。
本
学
の
国
際
交
流
協
定

校
は
温
州
大
学
（
中
国
浙
江

省
温
州
市
）、
ラ
ン
ド
ル
フ

・
メ
ー
コ
ン
大
学
（
米
国
バ

ー
ジ
ニ
ア
州
）
に
次
い
で
３

校
目
。
東
北
電
力
大
学
は
１

９
４
９
年
創
立
の
長
春
電
機

高
級
職
業
学
校
を
前
身
に
、

現
在
は
機
械
工
、
電
気
工
、

外
国
語
な
ど
15
学
部
を
擁
す

る
総
合
大
学
。

　
10
月
23
日
、
水
野
純
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
（
理
工
学

部
教
授
）
と
輪
田
直
子
人
間

学
部
教
授
が
同
大
を
訪
問
。

蔡
国
偉
学
長
、
韓

民
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
ら
と
懇
談

し
、
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
語
学
部
日
本

蔡
学
長
と
協
定
書
を
手
に
握
手
を
交
わ
す
水
野
セ
ン
タ
ー
長（
左
）

英語で地域の魅力発信

地域の魅力を発表する渡部さん（中央）の

グループ

弓
道
部 

初
優
勝

 

東
北
秋
季
学
生

 

３
部
リ
ー
グ
戦

語
学
科
の
約
１
５
０
人
に
向

け
て
、
石
巻
専
修
大
学
の
学

部
学
科
を
紹
介
し
、
学
び
の

特
色
や
施
設
な
ど
を
説
明
し

た
。
本
学
は
２
０
２
０
年
度

か
ら
同
学
科
の
学
生
を
交
換

留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る

予
定
。

人間文化学科で新講義


